
令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果から見た大関小学校児童の姿 

坂井市立大関小学校 

 

児童生徒の学力を把握する目的で毎年実施されている全国学力・学習状況調査が、４月に小学校６年

生を対象に実施されました。大関小学校 6年生（２４名、欠席 1名）の平均正答率は、国語では、県や

全国の平均を下回りましたが、算数や理科では県や全国の平均を上回りました。 

今年度の調査の結果から分かる本校児童の概要をお知らせします。学校では、今回の結果をもとにさ

らなる教育活動の工夫と改善に取り組んでまいります。ご家庭におかれましても、分析結果を参考にし

ていただき、生活習慣や学習習慣の改善にお役立てください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査結果 

【国語・算数 平均正答率比較】 

 国語 算数 理科 

福井県との比較 △ ○ 〇 

全国との比較 △ ◎ ◎ 

 

 

【国語・算数 領域・問題形式別 正答率比較】 

教科 国        語 

分類 学習指導要領の内容 評価の観点 問題形式 

区分 言語 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 知識・技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式 

県との比較 〇 △ △ 〇 〇 △ △ 〇 △ 

全国との比較 ◎ △ △ 〇 〇 △ △ ◎ 〇 

 

教科 算        数 

分類 学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 

区分 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 知識・技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式 

県との比較 ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ 〇 ○ ◎ ○ 

全国との比較 ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 

 

教科 理        科 

分類 学習指導要領の内容 評価の観点 問題形式 

区分 「エネルギー」

を柱とする領域 

「粒子」を柱とする

領域 

「生命」を柱

とする領域 

「地球」を柱

とする領域 

知識・技能 思考・判断・表現 選択式 短答式 記述式 

県との比較 ◎ ○ △ 〇 ◎ △ ○ 〇 △ 

全国との比較 ◎ ○ ○ 〇 ◎ ○ ◎ ◎ △ 

 

学習内容の領域別にみると、算数では「測定」の領域が大きく上回っていました。理科では「エネルギ

ー」の領域が上回っていました。国語では「書くこと」に課題が見られました。問題形式別では、国語、

算数とも「短答式」が良好であることが分かりました。理科では、記述式に課題がみられました。 

全国や県平均と比較して、 

・５ポイント以上上回っている‥５≦◎ 

・上回っている       ‥０＜○＜５ 

・下回っている       ‥△＜０ 



 

国 語 

◎学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができる。（言語） 

▲話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることが苦手。（話すこと・聞くこと） 

▲書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、

文章の構成を考えることが苦手。（書くこと） 

▲目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝

え合う内容を検討することが苦手。（話すこと、聞くこと） 

 

算 数 

◎棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる。（数と計算） 

◎異分母の加法の計算をすることができる。（数と計算） 

◎基本図形に分割することができる図形の面積の式や言葉を用いて記述できる。（図形） 

◎はかりの目盛りを読むことができる。（測定） 

▲簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことが苦手。（データの活用） 

▲伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことが苦手。（データの活用） 

 

理 科 

◎身の回りの金属について、電気を通すもの、磁石に引き付けられる物があることの知識が身に付いて

いる。（エネルギー） 

◎乾電池のつなぎ方について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いている。 

（エネルギー） 

▲赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果をもとに結論を導いた理由を表現す

ることが苦手。（地球） 

 

【今後取り組んでいくこと】 

国 語 

・国語以外の教科でも、資料から必要な情報を読み取り、要約したり考えたことを書かせたりして、友

達に自分の考えを伝え合う時間を確保していきます。 

・文章の大切な言葉を選び、内容を理解することを意識するために、友達の文章やメモを読み、感想や

意見を具体的に伝え合うことを授業に取り入れていきます。 

 

算 数 

・グラフや表が出てくる問題で、最初から教員がかみ砕いて伝えるのではなく、グラフや表から分かる

ことなどを書かせ、児童にじっくり考える時間を与えます。さらに、友達同士で教え合いをする時間

を確保していきます。 

 

理 科 

・具体物を使った実験を重視し、取り入れていく中で「予想→実験→結果→考察」の流れを大切にした

授業を行っていきます。 

 



２ 生活習慣や学習状況等に関する調査結果 

  全国学力調査では、「生活習慣や学習環境による質問紙調査」も併せて行われています。気になった

質問項目を挙げました。 

 

〇生活習慣について 

 

 

 

 

 

 

▲毎日朝食を食べている児童は１００％でした。 

□体の成長や、学習に大きく関係しています。引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

〇自分自身に関することについて 

 

 

 

 

 

 

 

▲「自分にはよいところがあると思う」と回答した児童の割合は、８６.９％でした。 

□決して高い数値ではありません。今後も、ポジティブ教育を推進しながら、児童一人一人を認めたり、

友達や異学年と交流したりすることで、児童自らが自分の良さや役割を理解・認識し、自己肯定感や

自己有用感が高まる取組を進めていきます。 



〇家庭での様子について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲「平日１日のあたりの学習時間が１時間以上」、「休日１日あたり１時間以上学習する」と回答した

児童の割合は、いずれも県・全国平均を大きく下回っています。また、平日に「３０分より少ない・

全くしない」と答えた児童も３割程度いるなど、家庭での学習時間が少ないことが分かりました。 

□自ら計画を立て、進んで学習に取り組める児童の育成を目指し、引き続き学習に応じて課題の出し方

を工夫したり、宿題以外に学習の定着のための自主学習のやり方を提示したりしていきます。 

〇読書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲読書が苦手な児童が５２．１％と多いです。 

▲１０分より少ないと答えた児童が６０．８％とかなり多いです。 

□朝学習の１０分間、給食後の１０分間、様々な場面で読書活動に取り組ませたいと思います。机の中

や手提げに本を入れておき、日常的に読書に親しむ時間を意図的に確保し、読書習慣の定着を図って

いきます。 


